
なまえのないねこ 
 

竹下文子／文  

町田尚子／絵 

小峰書店（2019年） 
 

ぼくはなまえのないねこ。レオ、げんた、チ

ビ…まちのねこたちは、みんなすてきなな

まえを持っている。すきななまえをさがし

に、ぼくはまちにでかけます。 
 

 さよなら、おばけ団地
だ ん ち

 
 

藤重ヒカル／著 

浜野史子／画 

福音館書店（2018年） 
 

みんなから“おばけ団地”とよばれている 

桜
さくら

が谷
や

団地。なぜかというと、ちょっとこわい

うわさ話があるから。うわさは本当なのか？

それは、読んだあなただけがわかること…。 

 

ぼくはくまですよ 
 

フランク・タシュリン／文・絵  

小宮由／訳 

大日本図書（2018年） 
 

とうみんから目をさますと、そこは人間が仕

事をしている工場。ぼくはくまです、と言っ

ても聞いてくれない。しかたなく人間といっ

しょにはたらくことに…。 
 

 

こちらへそ神
がみ

 

異能
い の う

少年団
しょうねんだん

 
 

奈雅月ありす／作  

アカツキウォーカー／絵 

ポプラ社（2019年） 
 

へそ神からさずかった力「異能」。そんな異能
い の う

者
しゃ

の家をとくべつに見る人もいるけれど、力な

んてめんどうの原因
げんいん

にしかならないと思ってい

た。あの出来事が起こるまでは…！ 

本気でやれば、 

なんでもできる!? 
 

ジョン・ヨーマン／作 

クェンティン・ブレイク／絵 

三原泉／訳 

徳間書店（2019年） 
 

先生のお説教
せっきょう

で、「やればできる」と自信
じ し ん

を 

持った主人公のビリー。友だちから「頭に角 

をはやせる？」と聞かれ、とっさに「できる」 

と言ってしまいます。本気になったビリーは…？ 

いっぽんのきのえだ 
 

 コンスタンス・アンダーソン／作  

 千葉茂樹／訳 

 ほるぷ出版（2019年） 
 

「いっぽんのきのえだ」は使う動物によって

いろいろな使われ方をする。ゾウはハエた

たき、ゴリラはつえに使う。チンパンジーや

人はどのように使うのかな。 
 

字のないはがき 
 

向田邦子／原作  

角田光代／文  

西加奈子／絵  

小学館（2019年） 
 

せんそうがはげしくなってそかいすることに

なった小さい妹に、お父さんは元気な日は

葉書にマルを書いてポストに入れなさいと、

たくさんの葉書をわたしました。 

ポリぶくろ、１まい、すてた 
 

     ミランダ・ポール／文 

     エリザベス・ズーノン／絵 

     藤田千枝／訳 

     さ・え・ら書房（2019年） 

ルブナとこいし  
 

ウェンディ・メデュワ／文  

ダニエル・イヌュ／絵 

木坂涼／訳  

ＢＬ出版 （2019年） 
 

ルブナは難民
なんみん

キャンプにやってきた女の子。

拾った小石は、ルブナのいちばんの友だち

です。ある日、ひとりの少年が難民キャンプ

のテント村へやってきて…。 

 

ノウサギのムトゥラ 
南部アフリカのむかしばなし 

 

ビヴァリー・ナイドゥー／作  

 ピート・フロブラー／絵    

さくまゆみこ／訳 

岩波書店（2019年） 
 

ノウサギのムトゥラは、木をたおしたゾウと 

口げんかになり、つなひきの勝負をすること 

に…。小さいムトゥラはどんな方法
ほうほう

で、ゾウに

勝とうとするのでしょうか。 
 

わらしべちょうじゃ 
 

植垣歩子／作 

あすなろ書房（2018年） 
 

「明日さいしょに手にしたものを大事にす

るといいことがある」という、かんのんさま

のおつげを聞いたわかもの。次の日さい

しょに手にしたわらしべ１本を持ち歩いて

いくと…。 

 

海ガラスの夏 
 

ミシェル・ハウツ／文  

バグラム・イバトゥーリン／絵          

島式子／訳 島玲子／訳 

BL出版（2019年） 
 

トーマスは、海辺
う み べ

で海ガラスを見つけた。 

ずっと昔、海に落ちたガラスが、波やすなに 

もまれて、とがったところが丸くなったものだ。

トーマスは、海ガラスにむちゅうになった。 
 

 

ゴミ処理場
し ょ り じ ょ う

のない村にやってきたポリぶくろ。

自然
し ぜ ん

に分かいされることなく、きたない小山

になっていくのをみたアイサトはなんとかしな

ければと、あるリサイクルの方法
ほうほう

を考えだし

ます。 

 


